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金
銀
錯
嵌
珠
竜
文
鉄
鏡

　
　
　
　
　
　
－
伝
日
田
市
ダ
ン
ワ
ラ
古
墳
出
土
－

賀

川

光
　
夫

　
　
は
じ
め
に

　
昭
和
三
七
年
（
一
九
六
二
）
故
梅
原
末
治
は
天
理
博
物
館
で
白
木
原
好
美
が
研
ぎ
出
し
を
し
て
い
る
鉄
鎖
に
驚
異
的
金
銀
錯
に
よ
る
文

様
が
検
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
、
入
手
先
の
日
田
市
で
、
出
土
地
の
確
認
を
要
請
さ
れ
た
。
そ
の
後
梅
原
自
身
が
現
地
に
赴
き
、
発

見
者
渡
辺
音
吉
の
案
内
で
出
上
地
を
訪
れ
、
周
辺
の
状
況
か
ら
日
田
市
日
高
町
宇
東
寺
、
俗
に
い
う
ダ
ン
ワ
ラ
か
ら
出
土
し
た
と
判
断
さ

れ
た
。
ダ
ン
ワ
ラ
古
墳
は
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
、
九
大
本
線
造
成
に
さ
い
し
て
破
壊
さ
れ
た
が
、
渡
辺
の
記
憶
か
ら
八
メ
ー
ト
ル
を

へ
だ
て
て
二
つ
の
細
長
い
形
跡
が
あ
っ
て
鏡
は
そ
の
西
側
に
遺
存
し
て
お
り
、
さ
ら
に
鉄
刀
、
轡
等
が
出
土
し
た
と
し
て
い
る
。
ま
た
並

列
の
東
側
の
あ
い
似
た
所
か
ら
、
碧
玉
製
管
玉
、
水
晶
製
切
子
玉
、
ガ
ラ
ス
製
小
玉
な
ど
が
出
土
し
て
そ
れ
ら
は
今
に
渡
辺
が
保
存
し
て

い
る
。
梅
原
は
古
式
古
墳
、
竪
穴
式
石
室
と
思
し
き
所
か
ら
鎖
は
出
土
し
た
と
合
点
し
、
雑
誌
『
国
華
』
（
梅
原
末
治
「
豊
後
日
田
出
土

の
漢
金
銀
錯
嵌
珠
龍
紋
鉄
鎖
」
『
国
華
』
八
五
三
号
Ｔ
几
六
三
年
四
月
）
に
そ
の
詳
細
を
述
べ
て
い
る
。

　
さ
て
梅
原
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
鉄
鎖
の
鏡
背
を
嵌
玉
の
金
銀
錯
龍
紋
で
飾
っ
た
工
芸
資
料
は
中
国
で
も
類
例
少
な
き
も
の
で
あ
る

だ
け
に
、
鉄
鎖
自
体
の
問
題
と
共
に
出
上
地
の
確
認
、
出
土
状
況
に
つ
い
て
の
吟
味
が
必
要
で
あ
る
。
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一
　
日
田
市
ダ
ン
ワ
ラ
古
墳
出
土
金
銀
錯
嵌
珠
龍
文
鉄
鎖

　
伝
ダ
ン
ワ
ラ
古
墳
出
土
の
金
銀
錯
嵌
珠
能
文
鉄
鎖
は
、
径
二
Ｉ
・
一
セ
ン
チ
、
厚
さ
二
・
五
ミ
リ
、
反
り
の
な
い
偏
平
の
鎖
で
、
背
文

に
金
銀
錯
に
よ
る
龍
文
を
基
調
に
各
所
に
玉
を
嵌
入
し
た
も
の
で
あ
る
。
鎖
の
文
様
は
鉄
錆
の
た
め
に
腐
蝕
し
て
全
体
の
三
分
の
一
を
残

す
に
過
ぎ
な
い
が
そ
れ
で
も
十
分
に
も
と
の
状
態
を
窺
い
知
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

　
背
面
の
中
央
に
径
三
セ
ン
チ
を
越
え
る
大
形
の
紐
が
あ
り
、
周
辺
の
四
葉
座
の
葉
間
に
は
「
長
官
子
孫
」
（
「
子
」
字
欠
落
）
の
吉
祥
句

を
金
の
篆
体
で
表
わ
す
。
四
葉
座
は
編
頬
状
に
広
が
り
外
縁
を
金
、
内
縁
を
銀
の
二
条
の
線
で
構
成
し
、
中
に
金
銀
の
結
線
で
渦
雲
文
を

入
れ
、
中
心
に
杏
仁
形
の
ガ
ラ
ス
玉
を
嵌
入
し
て
い
る
。
ガ
ラ
ス
の
色
調
は
風
化
し
て
明
ら
か
で
な
い
。
　
内
区
の
模
様
は
大
小
の
蚊
龍

の
文
様
を
絡
ま
せ
て
金
象
嵌
で
表
わ
し
、
眼
や
体
の
節
に
緑
色
の
珠
玉
を
嵌
入
し
て
文
様
効
果
を
上
げ
て
い
る
。
主
文
様
は
欠
落
部
分
が

多
く
、
全
容
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
四
葉
座
間
の
文
字
、
「
長
」
字
の
下
方
に
右
半
分
を
失
っ
て
い
る
が
双
角
の
能
が

大
き
く
口
を
関
い
た
状
態
を
表
わ
し
、
眼
に
は
珠
玉
が
嵌
入
し
て
い
る
。
ま
た
「
宜
」
字
の
下
方
に
は
左
側
面
を
向
い
た
龍
を
相
対
さ
せ
、

そ
の
眼
に
は
緑
色
珠
玉
の
破
片
が
付
着
し
て
い
る
。

　
小
龍
は
「
長
」
字
下
、
双
角
蚊
龍
下
方
に
あ
り
、
双
角
を
振
り
立
て
て
、
眼
に
は
緑
色
の
珠
玉
を
入
れ
て
い
る
。
体
に
は
魚
鱗
の
文
様

を
入
れ
、
体
の
節
に
は
嵌
玉
が
み
ら
れ
、
鱗
に
は
金
・
銀
を
使
用
し
て
色
彩
を
効
果
的
に
表
わ
す
高
度
な
技
法
を
用
い
て
い
る
。
鎖
縁
は

金
象
嵌
で
絡
み
合
う
龍
を
変
形
さ
せ
た
渦
雲
文
で
表
わ
し
て
い
る
。

　
さ
て
以
上
の
金
銀
錯
嵌
珠
龍
鎖
を
出
土
し
た
ダ
ン
ワ
ラ
古
墳
に
就
い
て
の
詳
し
い
こ
と
は
一
切
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
鉄
鎖
の
ほ
か
貝

製
雲
珠
、
鉄
製
貝
装
辻
金
具
が
あ
る
。
ま
た
こ
の
鎖
と
別
に
日
田
市
刃
連
町
出
土
と
い
わ
れ
る
金
錯
鉄
帯
絢
が
あ
る
が
こ
れ
も
鉄
の
酸
化

腐
蝕
の
状
態
や
、
金
錯
の
技
法
か
ら
み
て
金
銀
錯
嵌
珠
龍
文
鎮
と
関
連
が
あ
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。



　
　
二
　
日
田
市
刃
連
町
出
土
金
錯
鉄
帯
絢

　
伝
日
田
市
刃
連
町
出
土
と
い
わ
れ
る
帯
絢
は
大
小
二
個
で
あ
る
。
大
形
の
も
の
は
細
長
い
舌
状
を
な
し
、
表
面
を
蒲
鉾
状
に
整
え
た
も

の
で
、
全
体
に
金
象
嵌
が
施
さ
れ
て
い
る
。
文
様
は
縁
沿
い
に
細
い
界
線
を
設
け
、
内
側
は
菱
形
に
割
り
付
け
ら
れ
た
区
国
内
に
三
組
を

一
単
位
と
し
て
連
勾
言
文
を
並
列
し
て
装
飾
文
と
し
、
地
を
渦
文
等
で
う
め
る
。
こ
れ
ら
の
文
様
は
帯
絢
の
中
心
軸
線
を
中
心
と
し
て
ほ

ぼ
左
右
対
称
に
配
さ
れ
て
い
る
。

　
小
形
の
帯
絢
は
軸
部
と
飾
り
部
か
ら
な
り
、
飾
り
部
は
丸
み
の
あ
る
三
角
形
を
な
し
、
全
体
に
全
象
嵌
が
施
さ
れ
て
い
る
。
文
様
は
鉄

錆
と
腐
蝕
、
風
化
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
な
い
が
、
不
規
則
な
直
線
、
曲
線
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
も
の
と
み
え
る
。

　
金
象
嵌
帯
鈎
は
戦
国
時
代
か
ら
満
代
に
か
け
て
流
行
し
た
と
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
は
金
銀
象
嵌
や
鍍
金
装
飾
に
よ
る
華
や
か
な
も
の
が

主
流
を
し
め
る
。
戦
国
時
代
後
半
の
時
期
に
あ
っ
て
は
、
装
飾
に
力
点
が
お
か
れ
非
実
用
的
で
豪
華
な
も
の
が
多
い
と
さ
れ
、
満
代
に
な

る
と
型
式
化
が
す
す
み
、
次
第
に
規
格
化
し
て
実
用
的
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
日
田
市
出
土
の
大
小
二
個
の
帯
絢
も
そ
の
実
用
的
な

典
型
と
い
わ
れ
て
き
た
。
こ
の
帯
鈎
は
ダ
ン
ワ
ラ
古
墳
出
土
の
金
銀
錆
嵌
珠
龍
鏡
と
関
係
が
有
る
か
無
い
か
、
き
わ
め
て
問
題
を
含
ん
で

い
る
が
、
文
様
・
彫
刻
技
法
・
鉄
地
な
ど
の
細
部
検
討
し
、
加
え
て
鉄
地
、
金
材
質
の
科
学
分
析
に
よ
っ
て
関
係
を
確
か
め
な
け
れ
ば
な

る
ま
い
。

　
　
三
　
洛
陽
焼
溝
漢
墓
出
土
の
鉄
鏡

　
日
田
市
ダ
ン
ワ
ラ
古
墳
出
土
の
金
銀
錯
嵌
珠
龍
鎖
に
つ
い
て
梅
原
末
治
は
中
国
本
土
で
も
希
な
遺
品
と
し
て
い
る
よ
う
に
貴
重
な
鎖
で

あ
る
。
鉄
鎖
に
金
銀
錯
嵌
、
玉
嵌
入
の
技
法
は
ま
さ
に
希
な
類
例
と
し
て
、
こ
れ
に
関
連
す
る
も
の
を
上
げ
れ
ば
、
一
九
五
二
－
五
三
年

に
か
け
て
、
発
掘
が
行
わ
れ
た
洛
陽
市
西
北
方
焼
溝
地
区
の
漢
墓
の
調
査
に
よ
っ
て
出
土
し
た
八
面
の
鉄
鎖
を
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
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あ
る
。

　
焼
溝
漢
墓
は
、
碍
室
墓
、
土
墳
墓
等
か
ら
な
り
、
遺
物
の
点
検
か
ら
、
そ
れ
ら
を
六
期
に
（
１
期
・
前
一
一
ハ
ー
六
五
年
…
…
Ⅵ
期
・

一
四
七
－
Ｔ
几
○
年
）
分
類
し
て
い
る
。
そ
の
Ⅵ
期
に
相
当
す
る
時
代
の
副
葬
遺
物
と
し
て
八
面
の
鉄
鎖
が
出
土
し
て
い
る
。
鉄
鏡
の
大

き
さ
は
、
最
大
二
Ｉ
セ
ン
チ
最
小
一
一
セ
ン
チ
で
、
す
べ
て
が
扁
円
鏡
を
な
し
て
い
る
。
鎖
は
著
し
く
腐
蝕
が
す
す
み
、
文
様
の
は
っ
き

り
と
し
た
も
の
は
み
ら
れ
ず
、
一
〇
三
七
墓
二
八
号
の
鉄
鏡
に
変
形
四
葉
文
ら
し
い
も
の
が
み
ら
れ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
潮
見
浩
は
焼
溝

漢
墓
一
四
七
墓
出
土
の
「
長
宜
子
孫
」
達
弧
文
鎖
（
青
銅
鎖
）
を
例
と
し
て
ダ
ン
ワ
ラ
古
墳
の
鉄
鎖
の
四
葉
文
と
比
較
し
、
焼
溝
漢
墓
で

の
分
類
で
は
十
型
に
分
類
さ
れ
、
年
代
は
Ｖ
式
、
後
漢
晩
期
に
編
年
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
Ｉ
〇
三
五
墓
出
土
の
三
面
の
鉄
鎖
は
長
宜
子
孫

達
弧
文
鎮
、
変
形
四
葉
文
鎮
、
三
献
鎖
な
ど
の
青
銅
鏡
と
共
に
出
土
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
後
漢
時
代
Ｖ
期
に
位
置
す
る
と
し
て
焼
溝

漢
墓
出
土
の
八
面
の
鉄
鏡
は
す
べ
て
後
漢
時
代
後
半
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
さ
て
梅
原
末
治
は
ダ
ン
ワ
ラ
古
墳
出
土
鉄
鎖
の
鏡
背
の
文
様
の
特
微
か
河
南
省
金
村
出
土
の
金
銀
鎖
珠
龍
文
鎮
を
参
考
に
そ
の
手
法
か

ら
み
て
前
漢
時
代
の
作
品
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
潮
見
浩
は
焼
溝
漢
墓
の
四
葉
座
の
変
遷
か
ら
見
て
短
編
座
に
ち
か
い
形
式
と

な
り
、
こ
の
形
式
は
、
後
漢
時
代
の
長
宜
子
孫
内
行
花
文
鎮
の
特
徴
と
す
る
。
ま
た
葉
間
に
配
置
さ
れ
て
い
る
長
官
子
孫
の
文
字
は
縦
長

に
延
び
て
い
て
、
後
漢
時
代
の
特
徴
を
し
め
す
も
の
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
潮
見
は
ダ
ン
ワ
ラ
古
墳
の
金
銀
鎖
嵌
珠
龍
鎖
の
年
代

を
洛
陽
焼
溝
漢
墓
出
土
の
鉄
鎖
か
ら
割
り
出
し
、
後
漢
時
代
の
製
作
鎖
と
し
て
い
る
。

　
　
四
　
象
嵌
鏡
と
鉄
鏡

　
梅
原
末
冶
は
中
国
の
象
嵌
鎮
に
つ
い
て
、
洛
陽
金
村
古
墓
群
出
土
の
狩
猟
文
鎮
と
昔
風
文
鎮
の
青
銀
鎖
に
注
目
し
て
象
嵌
の
技
術
に
つ

い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
戦
国
時
代
後
半
の
、
象
嵌
鎮
は
作
り
が
二
重
体
で
、
映
像
（
表
面
）
は
白
銅
で
あ
る
の
に
、
象
嵌
の



部
分
は
青
銅
の
上
に
施
さ
れ
て
い
る
。
し
か
る
に
満
代
鎖
を
特
徴
づ
け
る
、
銅
（
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
錫
（
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
）
の
合

金
、
白
銀
鎖
は
硬
質
で
あ
る
が
粘
性
を
欠
い
て
脆
く
、
象
嵌
を
施
す
の
に
は
難
が
あ
っ
た
。
白
銅
鎖
に
対
し
て
鉄
鎖
は
鍛
造
さ
れ
た
も
の

に
あ
っ
て
は
象
嵌
を
前
提
と
し
て
、
彫
文
が
可
能
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。

　
中
国
に
お
け
る
鉄
鎖
は
後
満
代
の
昔
風
鏡
が
目
立
っ
て
多
く
、
特
に
白
木
原
和
美
の
研
ぎ
だ
し
に
よ
っ
て
鮮
明
に
画
像
が
複
製
さ
れ
た

故
守
屋
孝
蔵
所
有
の
昔
風
鎮
は
鍛
造
鉄
と
み
え
、
平
滑
な
鎖
背
に
浅
い
彫
文
を
刻
み
金
鎖
を
施
し
た
過
程
が
よ
く
分
か
る
も
の
だ
と
い
わ

れ
て
い
る
。
昔
風
鎮
に
つ
い
て
は
鉄
鎖
に
文
様
を
彫
像
し
た
例
が
多
く
、
梅
原
は
ア
メ
リ
カ
の
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
美
術
館
所
蔵
の
も
の
に
注

目
し
て
い
る
。
こ
れ
に
た
い
し
潮
見
は
甘
粛
省
武
威
雷
台
満
墓
出
土
の
金
銀
錯
鉄
鎖
に
注
目
し
て
い
る
。

　
雷
台
満
墓
は
墓
道
・
羨
道
・
前
室
・
中
室
・
後
室
か
ら
な
る
多
室
構
造
の
蒔
室
墓
で
あ
る
。
数
多
く
の
出
土
品
の
な
か
で
銀
印
・
青
銅

馬
が
注
目
さ
れ
、
そ
の
銅
馬
の
銘
文
「
守
左
騎
千
人
張
抜
長
」
か
ら
張
将
軍
夫
妻
合
葬
墓
で
あ
る
事
が
わ
か
っ
た
。
鉄
鎖
は
後
室
か
ら
発

見
さ
れ
、
こ
れ
に
つ
い
て
潮
見
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
鎖
は
直
径
二
Ｉ
セ
ン
チ
、
鉄
錆
に
お
お
わ
れ
、
両
面
に
織
物
の
後
が
残
っ
て
い
る
が
、
鉦
は
半
球
状
を
呈
し
、
エ
ッ
ク
ス
線
の
透
視
に

よ
っ
て
金
銀
錯
の
文
様
が
判
明
し
て
い
る
。
鉦
の
周
辺
に
四
葉
の
文
様
が
あ
り
、
葉
間
に
長
宜
子
孫
の
文
字
が
あ
る
。
内
区
の
文
様
は
昔

鳳
文
で
、
四
対
の
二
羽
の
鳥
文
が
現
さ
れ
て
い
る
。
外
区
は
ヱ
ハ
の
連
弧
文
で
あ
り
、
中
に
蔓
状
の
渦
文
を
も
っ
て
う
め
て
い
る
。
こ
の

金
銀
錯
嵌
昔
鳳
鏡
は
銅
馬
の
銘
文
に
よ
っ
て
後
満
霊
帝
と
献
帝
の
間
一
八
六
大
一
一
九
に
当
て
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
貴
重
な
資
料
で
あ

る
。

　
昔
鳳
鎖
に
つ
い
て
は
白
木
原
和
美
の
『
台
湾
故
宮
博
物
館
蔵
金
錯
昔
風
文
鉄
鎖
の
周
辺
』
と
い
う
論
文
が
注
目
さ
れ
る
。
白
木
原
は
天

理
大
学
に
在
籍
の
間
、
し
ば
し
ば
梅
原
末
治
の
委
嘱
に
よ
り
、
工
芸
資
料
の
う
ち
鉄
象
嵌
の
酸
化
腐
蝕
の
困
難
な
も
の
に
つ
い
て
の
補
修
・

修
理
・
復
元
の
作
業
を
実
施
し
、
難
解
な
問
題
に
挑
戦
し
て
不
明
の
資
料
を
見
事
に
旧
態
の
文
様
に
再
生
さ
せ
た
。
そ
の
技
術
の
高
度
な
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八

点
に
お
い
て
ま
さ
に
第
Ｔ
人
者
て
あ
る
。
奈
良
県
東
大
寺
山
古
墳
出
土
、
漢
の
中
平
年
間
の
造
作
を
し
め
す
金
象
嵌
の
銘
文
、
刀
銘
に
つ

い
て
は
、
錆
び
落
と
し
と
共
に
銘
文
解
消
の
素
養
が
な
い
か
ぎ
り
、
か
な
り
恐
ろ
し
い
仕
事
で
あ
る
が
、
白
木
原
の
高
度
な
知
識
は
そ
れ

を
克
服
し
、
さ
ら
に
国
産
の
刀
と
中
国
産
の
刀
と
の
分
別
に
手
掛
り
を
得
た
と
い
わ
れ
る
程
の
実
績
を
あ
げ
ら
れ
た
。

　
さ
て
台
湾
放
言
博
物
館
蔵
の
晋
風
鎖
は
も
と
京
都
の
故
守
屋
孝
蔵
所
蔵
品
で
出
土
地
不
明
で
あ
る
が
、
梅
原
末
治
に
よ
っ
て
放
言
博
物

館
に
納
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
白
木
原
は
こ
の
鉄
鎖
（
直
径
二
二
セ
ン
チ
・
縁
高
さ
〇
・
ニ
セ
ン
チ
）
の
錆
び
落
と
し
、
修
復
に
携
わ

り
、
復
元
図
を
書
か
れ
て
い
る
。
鎖
は
半
球
形
の
鉦
、
四
葉
文
の
銃
座
が
あ
り
、
葉
間
に
長
方
形
に
の
び
る
文
字
「
長
・
孫
」
の
文
字
が

辛
う
じ
て
残
さ
れ
て
い
る
。
内
区
の
四
部
分
に
は
そ
れ
ぞ
れ
一
対
の
風
鳥
が
あ
り
、
頭
に
冠
毛
・
尖
嘴
・
大
き
な
目
が
あ
る
。
鎖
縁
は
一

六
の
連
弧
文
が
あ
り
、
弧
文
の
中
は
変
形
の
渦
文
で
う
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
類
型
の
獣
首
鎖
は
朝
鮮
半
島
、
楽
浪
郡
平
壌
付
近
出
土
の

延
熹
七
年
（
一
六
四
）
銘
鎖
、
ア
メ
リ
カ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
の
フ
リ
ヤ
美
術
館
蔵
、
熹
平
三
年
（
一
七
四
）
銘
鎖
、
ベ
ト
ナ
ム
の
オ
ケ
オ
遺

跡
出
土
の
晋
風
鎮
等
の
銀
鎖
等
と
作
風
の
一
致
し
た
同
一
類
型
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
嬰

鳳
鏡
は
後
漢
時
代
に
製
作
さ
れ
、
各
地
に
波
反
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
中
に
金
銀
象
嵌
の
鉄
鎖
が
か
な
り
含
ま
れ
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。

　
　
五
　
鉄
鏡
に
つ
い
て
の
記
録

　
中
国
鎖
の
中
で
鉄
鎖
は
銅
鎖
に
比
べ
る
と
著
し
く
少
な
い
。
鉄
鎖
に
就
い
て
の
故
事
・
古
典
を
調
べ
て
み
て
も
余
り
多
く
な
い
。
そ
の

う
ち
金
・
銀
錯
鉄
鎖
に
つ
い
て
の
記
録
は
少
な
く
、
魏
の
『
曹
操
集
評
注
』
や
『
夥
中
記
』
に
見
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。

　
　
『
曹
操
集
評
注
』
（
安
徹
底
県
「
曹
操
集
」
評
注
小
組
）
の
「
上
雑
物
疏
」
に

　
御
物
有
尺
二
寸
金
錯
鉄
鎖
一
枚
、
皇
后
雑
物
用
純
銀
錯
七
寸
鉄
鎖
四
枚
、
皇
太
子
雑
純
銀
錯
七
寸
鉄
鎖
四
枚
、
貴
人
至
公
主
九
寸
鉄
鏡



四
十
枚
。

　
『
夥
中
記
』
（
欽
定
四
庫
全
書
・
史
郎
）
に

　
石
虎
三
皇
及
宮
内
中
鏡
有
狸
二
三
尺
者
純
金
播
龍
離
飾

　
と
あ
り
、
原
点
を
引
い
て
『
北
堂
書
抄
』
以
下
を
あ
げ
る
と
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

　
　
『
北
堂
書
抄
』
巻
一
百
三
十
六
（
随
・
虞
世
南
）
・
夥
中
記
云
石
虎
宮
中
鏡
有
経
二
二
尺
者
下
有
純
金
蝸
龍
離
飾
。

　
魏
武
上
雑
物
疏
云
御
物
有
尺
二
寸
金
錯
鏡
一
枚
皇
太
子
雑
用
物
純
銀
錯
七
寸
鉄
鏡
四
枚
貴
人
至
公
主
九
寸
鉄
鏡
四
十
枚

　
明
鏡
四
規
・
抱
朴
子
云
見
上
、
純
銀
七
寸
・
魏
武
雑
詰
物
疏
見
上
、
金
播
龍
・
夥
中
記
見
上
、
銀
龍
頭
・
東
宮
蕉
事
見
上
、
金
鎖
鉄
鎖
・

魏
上
雑
物
疏
云
有
尺
二
金
錯
鉄
鎖
一
枚
補
、
純
金
離
飾
・
郭
中
記
見
上

　
　
『
初
学
記
』
巻
三
十
五
（
唐
・
徐
堅
他
『
奉
勅
撰
』
）
・
：
金
錯
　
銀
華
・
魏
武
帝
上
雑
器
物
疏
三
十
種
有
金
錯
鉄
鎖
一
枚
九
寸
銀
華
小

鏡
見
叙
事
九
寸
、
三
尺
劉
振
別
傅
日
以
九
寸
明
鏡
面
視
之
日
識
己
形
富
令
不
忘
如
此
其
神
不
疾
患
不
人
夥
中
記
日
石
季
龍
三
善
及
内
宮
中

鏡
有
祁
亘
三
尺
者
有
尺
五
寸
者

　
　
『
太
平
御
覧
』
郎
七
一
七
（
末
・
李
助
他
『
奉
勅
撰
』
）
・
：
魏
武
帝
上
雑
物
疏
日
御
物
有
尺
二
寸
金
鎖
鏡
一
枚
皇
太
子
雑
純
銀
錯
七
寸

鉄
鏡
四
枚
貴
人
至
公
主
九
寸
鉄
鏡
四
十
枚
夥
中
記
日
石
虎
三
人
善
及
内
宮
内
鏡
有
脛
二
三
尺
者
純
金
蟻
龍
離
飾

　
　
『
全
上
古
三
代
秦
漢
六
朝
文
』
（
清
・
厳
可
均
校
輯
）
金
三
国
文
巻
一
・
魏
武
帝
・
：
上
雑
物
疏
－
御
物
有
尺
二
寸
金
鎖
鉄
鏡
一
枚
皇
后

雑
物
用
純
銀
錯
七
寸
鉄
鏡
四
枚
貴
人
至
公
主
九
寸
鉄
鏡
四
十
枚
・
書
抄
一
百
三
十
六
、
初
学
記
二
十
五
、
御
覧
七
百
一
十
七

　
以
上
の
記
録
に
よ
る
と
魏
武
帝
（
曹
操
）
、
後
趙
国
有
虎
等
の
上
雑
物
に
鉄
鎖
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
特
に
魏
武
帝
に
関
す
る
記
録

は
重
要
で
、
皇
帝
の
御
物
と
し
て
尺
二
寸
（
後
漢
尺
は
二
五
・
三
四
、
魏
尺
で
二
八
・
九
三
セ
ン
チ
と
な
り
、
以
下
魏
尺
二
四
・
て
Ｉ
セ

ン
チ
を
使
用
す
る
）
の
大
形
の
金
錯
鉄
鎖
が
あ
り
、
皇
太
子
は
銀
鎖
鉄
鎖
七
寸
（
一
五
・
九
セ
ン
チ
）
、
貴
人
、
公
主
は
径
九
寸
（
二
Ｉ
・

　
　
　
史
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金
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石

七
セ
ン
チ
）
の
鉄
鎖
と
あ
る
か
ら
、
こ
れ
に
よ
っ
て
後
漢
時
代
か
ら
、
瑞
代
に
あ
っ
て
は
皇
帝
以
下
、
上
層
階
級
の
開
に
金
錯
鉄
鎖
、
銀

錯
鉄
鎖
、
無
文
の
鉄
鎖
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
『
怒
中
記
』
に
よ
る
と
後
趙
国
の
宮
中
の
鉄
鏡
は
（
二
三
尺

と
あ
る
の
は
二
・
三
尺
の
過
ち
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
で
も
五
三
セ
ン
チ
の
大
鎖
と
な
る
）
播
龍
の
金
錯
が
施
し
て
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
こ
に
み
え
る
鉄
鎖
は
青
銀
鎖
に
比
較
し
て
い
ず
れ
も
大
形
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
金
銀
錯
に
は
青
銅
鎖
に
施
す
よ
り
硬
質
な
鉄
鎖
が

適
し
て
お
り
、
高
価
な
金
銀
の
彫
錯
に
は
鉄
の
素
材
が
用
い
ら
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
金
銀
錯
嵌
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
た
鉄
鎖
は
周
代

以
来
の
爵
位
を
玉
器
で
現
す
こ
と
と
同
じ
よ
う
に
皇
帝
以
下
主
要
な
階
級
に
限
っ
て
用
い
ら
れ
た
も
の
と
推
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
さ
て
鉄
鎖
に
金
銀
を
錯
人
す
る
技
術
は
本
来
西
方
の
ス
キ
タ
イ
系
遊
牧
種
族
の
武
器
や
馬
具
な
ど
の
動
物
衣
裳
を
基
本
と
す
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
の
で
、
後
趙
国
（
夥
中
記
）
石
虎
三
皇
、
宮
中
の
幡
龍
金
錯
鉄
鎖
に
興
味
が
そ
そ
が
れ
る
。
後
趙
国
は
匈
奴
系
の
翔
族
の
出

身
で
あ
る
石
勒
が
三
三
〇
年
に
国
を
立
て
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
ス
キ
タ
イ
人
に
似
た
生
活
様
式
の
遊
牧
請
民
族
ス
キ
ト
・
シ
ベ
リ
ヤ

系
の
金
錯
嵌
工
芸
技
術
と
見
る
こ
と
は
出
来
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
六
　
金
銀
錯
珠
龍
文
鏡
の
研
ぎ
出
し
と
出
土
地

　
ダ
ン
ワ
ラ
古
墳
出
土
の
金
銀
錯
珠
龍
文
鎮
は
天
理
大
学
で
白
木
原
和
美
が
梅
原
末
治
の
依
頼
を
受
け
て
鉄
鎖
の
錆
び
落
と
し
、
金
銀
象

嵌
の
研
ぎ
出
し
、
復
元
作
業
を
行
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
既
に
述
べ
た
が
、
フ
几
九
一
年
五
月
に
詳
し
く
当
時
の
事
情
を
聞
く
こ
と
が
で

き
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
錆
び
落
と
し
の
後
、
金
銀
鎖
は
、
ひ
と
続
き
の
線
（
金
銀
糸
）
と
し
て
残
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
ご
く
短
か
く

細
い
金
片
と
し
て
数
ミ
リ
程
度
、
し
か
も
疎
ら
に
存
在
し
て
い
た
。
そ
れ
は
金
魚
が
つ
つ
き
残
し
た
素
麺
屑
の
よ
う
で
あ
っ
て
、
こ
の
微

細
な
象
嵌
の
検
出
は
研
ぎ
出
し
に
よ
る
方
法
以
外
に
は
検
出
、
復
元
は
出
来
な
い
。
こ
の
よ
う
な
苦
労
の
す
え
に
ほ
ぼ
三
分
の
一
程
度
の

復
元
が
完
了
し
た
の
で
あ
る
が
、
も
と
よ
り
完
璧
で
は
な
い
と
言
う
。
し
た
が
っ
て
ま
だ
ま
だ
研
ぎ
出
し
の
部
分
は
残
さ
れ
て
い
た
の
で



あ
る
が
、
梅
原
は
待
ち
き
れ
ず
、
提
出
を
急
が
さ
れ
た
。
梅
原
は
錯
嵌
の
技
術
を
み
て
感
動
の
余
り
何
十
セ
ン
チ
も
飛
び
上
が
っ
て
喜
ん

だ
と
言
う
か
ら
こ
の
鉄
鏡
が
い
か
に
貴
重
な
も
の
で
あ
る
か
が
わ
か
る
。

　
つ
ぎ
に
こ
の
鉄
鏡
の
出
所
で
あ
る
が
、
梅
原
は
探
索
を
私
に
命
じ
た
の
で
あ
る
が
、
も
と
よ
り
難
解
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
後
日
梅
原
自

身
が
西
下
し
、
渡
辺
音
吉
に
そ
の
出
所
を
尋
ね
た
こ
と
に
つ
い
て
は
冒
頭
で
述
べ
た
通
り
で
あ
り
、
ダ
ン
ワ
ラ
古
墳
の
出
所
と
な
っ
て
い

る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
鎖
は
梅
原
自
身
『
国
華
』
八
五
三
号
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
奈
良
市
玉
林
善
太
郎
経
営
の
店
よ
り
請
い
受
け
た
と
書

い
て
い
る
よ
う
に
、
北
九
州
で
人
手
（
梅
原
の
書
簡
に
は
日
田
市
出
土
と
あ
っ
た
）
し
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
鉄
鎖
の

出
所
は
明
確
で
な
い
と
す
る
ほ
う
が
よ
い
と
考
え
て
い
た
。

　
金
銀
錯
嵌
珠
龍
鎖
は
馬
具
と
共
に
出
土
し
て
お
り
、
巻
貝
を
嵌
め
込
ん
だ
雲
珠
が
含
ま
れ
て
い
た
。
若
し
も
鉄
鎖
と
馬
具
等
が
同
時
副

葬
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
遺
物
を
出
し
た
古
墳
は
、
日
田
地
方
に
あ
っ
て
は
五
世
紀
以
降
の
年
代
と
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

　
さ
て
私
の
記
憶
に
よ
れ
ば
、
日
田
市
周
辺
の
遺
物
の
一
部
が
も
と
の
三
芳
小
学
校
に
保
管
さ
れ
て
い
た
。
た
ま
た
ま
Ｔ
九
五
〇
年
前
後

大
き
な
筑
に
弥
生
式
土
器
片
や
土
師
器
・
須
恵
器
等
に
混
ざ
っ
て
腐
蝕
の
著
し
い
鉄
塊
、
馬
具
等
が
保
存
し
て
あ
る
の
を
見
せ
て
も
ら
っ

た
。
そ
の
中
に
巻
貝
を
詰
め
た
雲
珠
が
あ
り
、
錆
び
の
著
し
い
偏
平
で
大
き
め
の
鉄
塊
を
は
じ
め
錆
び
て
正
体
の
分
か
ら
な
い
大
小
の
鉄

塊
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
は
一
括
し
て
雑
然
と
し
た
状
態
で
あ
っ
た
が
、
す
べ
て
九
火
線
開
設
工
事
の
上
取
り
に
よ
り
、
各
所
か
ら
見

つ
け
出
し
た
も
の
と
説
明
さ
れ
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
る
。
こ
の
時
の
記
憶
が
間
違
い
な
け
れ
ば
、
梅
原
が
奈
良
で
入
手
し
た
鉄
鎖
と
雲

珠
を
含
む
馬
具
類
は
策
の
中
の
一
括
遺
物
の
中
に
あ
っ
た
も
の
か
も
知
れ
ぬ
。
こ
の
こ
と
は
、
雲
珠
を
手
が
か
り
と
し
て
偏
平
な
鉄
塊
を

推
理
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。
過
去
の
記
憶
と
推
理
が
確
か
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
梅
原
に
鉄
鎖
の
出
所
を
ダ
ン
ワ
ラ
古
墳
と
答
え
た
渡
辺
の

記
憶
に
も
耳
を
貸
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
三
芳
小
学
校
と
ダ
ン
ワ
ラ
古
墳
跡
は
最
寄
り
の
位
置
で
あ
る
。
そ
こ
で
日
田
市
出
土
に
間
違

い
な
い
が
、
確
実
に
ダ
ン
ワ
ラ
古
墳
と
断
定
す
る
こ
と
だ
け
は
控
え
て
お
き
た
い
。
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七
　
金
銀
錯
珠
龍
鏡
の
出
土
の
年
代

　
金
銀
象
嵌
の
鎖
は
既
に
述
べ
た
よ
う
に
洛
陽
金
村
出
土
の
青
銀
鎖
に
施
さ
れ
た
戦
国
時
代
の
昔
風
文
が
最
も
古
く
、
満
代
に
は
後
満
の

昔
鳳
鏡
（
鉄
鎖
）
に
象
嵌
を
施
し
た
も
の
が
あ
る
。
ま
た
末
代
の
『
博
古
図
録
』
に
は
唐
代
の
も
の
が
多
数
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
金
銀
錯
嵌
の
技
法
は
時
代
に
よ
っ
て
特
徴
が
あ
る
が
、
銀
鎖
に
比
し
て
全
体
と
し
て
出
土
数
が
少
な
く
問
題
も
多
い
。

　
ダ
ン
ワ
ラ
古
墳
の
鉄
鎖
に
つ
い
て
梅
原
末
治
は
銃
座
の
四
葉
文
の
特
徴
と
、
こ
れ
ま
で
の
昔
鳳
鎖
と
鉄
鏡
に
つ
い
て
の
文
様
の
特
徴
を

検
討
し
た
う
え
で
前
満
時
代
の
製
作
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
内
区
縁
端
部
の
文
様
を
昔
風
に
近
い
動
物
と
見
立
て
て
、
先
の
洛
陽
金
村
出

土
の
昔
鳳
文
鎮
と
対
比
さ
せ
な
が
ら
絡
み
合
っ
た
龍
の
構
図
か
ら
推
理
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

　
梅
原
の
前
満
製
作
説
に
対
し
て
潮
見
浩
は
ダ
ン
ワ
ラ
古
墳
の
金
銀
錯
嵌
珠
龍
文
様
鉄
鎖
銃
座
が
後
満
の
四
葉
文
の
特
徴
を
あ
ら
わ
し
、

か
つ
長
官
子
孫
の
文
字
も
後
満
の
連
弧
文
鎮
と
関
係
す
る
と
し
、
洛
陽
焼
溝
満
墓
の
調
査
例
を
ひ
い
て
連
弧
文
長
官
子
孫
鎖
が
流
行
し
た

後
満
時
代
後
半
の
製
作
と
み
て
い
る
。
し
か
し
内
区
の
主
文
の
龍
は
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
青
銀
鎖
に
も
例
が
な
く
、
年
代
の
特
徴
を
明
瞭

に
出
来
な
い
と
し
て
疑
問
を
投
げ
、
梅
原
の
あ
げ
る
金
銀
昔
風
文
鉄
鎖
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
。
戴
氏
蔵
）
を
考
慮
に
入
れ
て
い
る
。

　
つ
ぎ
に
フ
几
九
〇
年
九
月
九
日
、
日
田
市
で
行
わ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
『
東
ア
ジ
ア
と
古
代
九
州
』
に
参
加
さ
れ
た
江
上
波
夫
は
ダ

ン
ワ
ラ
古
墳
の
鉄
鎖
の
金
銀
錯
、
嵌
玉
の
細
工
は
巧
妙
な
技
術
で
、
こ
れ
ま
で
に
例
を
見
な
い
貴
重
な
出
土
品
で
あ
り
、
細
工
の
特
徴
か

ら
み
て
ス
キ
タ
イ
系
の
美
術
を
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
た
。
更
に
金
錯
の
帯
絢
に
も
ふ
れ
て
、
帯
絢
は
北
方
騎
馬
民
族
が
使
用

す
る
厚
い
外
套
の
帯
留
め
だ
と
推
理
し
て
鉄
鎖
や
帯
絢
の
鍛
造
技
術
、
金
鎖
の
技
法
等
か
ら
、
北
方
遊
牧
民
に
よ
る
ス
キ
タ
イ
系
の
作
品

で
は
な
い
か
と
指
摘
し
た
。
時
代
に
つ
い
て
は
五
胡
十
六
国
時
代
、
四
世
紀
を
あ
て
る
の
が
妥
当
で
、
文
様
、
文
字
等
か
ら
み
て
、
中
国

漢
・
三
国
の
作
品
と
は
思
え
な
い
と
し
て
い
る
。

　
一
九
九
二
年
五
月
、
私
は
、
東
京
国
立
博
物
館
で
ダ
ン
ワ
ラ
古
墳
出
土
の
金
銀
鎖
嵌
珠
龍
鎖
と
刃
連
町
出
土
の
帯
鈎
を
比
較
し
て
充
分



観
察
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
次
の
点
で
共
通
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。

　
　
二
）
　
両
者
は
鍛
造
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
、
酸
化
腐
蝕
が
同
じ
よ
う
に
層
状
を
な
し
、
表
面
か
ら
剥
離
腐
蝕
を
は
じ
め
て
い
る
こ
と
。

そ
の
剥
離
腐
蝕
の
状
態
が
同
じ
環
境
の
も
と
で
、
同
時
期
に
進
行
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
た
。

　
　
（
二
）
　
金
錯
の
方
法
は
彫
金
の
技
法
で
、
表
現
上
、
若
干
の
違
い
が
あ
る
も
の
の
、
金
錯
の
方
法
が
共
通
し
て
お
り
、
基
本
的
技
術

は
同
じ
で
あ
る
と
観
察
さ
れ
る
。

　
　
（
三
）
　
金
鎖
に
銀
鎖
、
嵌
珠
の
併
用
は
鉄
鏡
の
み
に
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
帯
鈎
と
は
文
様
の
モ
チ
ー
フ
の
相
違
に
よ
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
の
で
全
く
別
技
法
と
は
思
え
な
い
。

　
以
上
の
諸
点
を
考
え
て
み
る
と
、
こ
れ
ら
は
、
岡
崎
敬
の
ユ
ー
ラ
シ
ア
草
原
初
期
遊
牧
騎
馬
文
化
に
見
ら
れ
る
ス
キ
タ
イ
系
文
化
の
影

響
と
関
連
し
、
そ
れ
ら
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
ダ
ン
ワ
ラ
古
墳
に
み
る
絡
み
合
っ
た
龍
の
文
様
は
、

ス
キ
タ
イ
的
動
物
意
匠
で
、
鋳
金
、
彫
金
、
打
ち
出
し
の
技
法
な
ど
と
関
連
し
て
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　
お
わ
り
に

　
日
田
市
日
高
町
ダ
ン
ワ
ラ
古
墳
出
土
の
金
銀
錯
嵌
珠
龍
文
鉄
鎖
と
刃
連
町
出
土
の
金
鎖
嵌
帯
鈎
は
共
に
鍛
造
・
鎖
嵌
の
技
術
に
よ
っ
て

製
作
さ
れ
た
。
そ
の
酸
化
・
腐
蝕
・
風
化
の
状
況
は
極
め
て
類
似
点
が
多
い
。
両
者
は
出
土
の
状
況
が
必
ず
し
も
明
か
で
は
な
い
が
、
口

碑
に
よ
る
出
土
地
は
鉄
鎖
が
日
高
町
、
帯
鈎
が
刃
連
町
で
同
所
の
よ
う
に
近
い
。
し
か
も
い
ず
れ
も
国
鉄
九
大
線
開
発
の
さ
い
に
発
見
さ

れ
た
も
の
と
い
わ
れ
て
お
り
、
両
者
は
同
所
出
土
の
可
能
性
が
あ
る
。

　
さ
て
鉄
鎖
、
帯
鈎
と
も
に
極
め
て
稀
に
み
る
金
銀
錯
、
嵌
玉
の
技
術
を
も
っ
て
、
特
有
な
文
様
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
製
作

年
代
に
就
い
て
は
多
く
の
意
見
が
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
ぞ
れ
の
博
識
あ
る
意
見
は
ど
れ
も
根
拠
を
上
げ
て
の
こ
と
で
あ
り
興
味
が
尽
き
な

　
　
　
史
学
論
叢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ξ



ｉ

　
　
　
金
銀
錯
嵌
珠
竜
文
鉄
鏡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四

い
。
そ
の
中
で
江
上
波
夫
の
ス
キ
タ
イ
系
動
物
文
様
の
展
開
に
就
い
て
の
考
え
は
注
目
し
た
い
。
中
原
・
漢
中
に
お
い
て
発
し
た
銀
鎖
の

文
様
は
錯
嵌
技
法
に
適
せ
ず
、
僅
か
に
出
土
し
て
い
る
鉄
鎖
か
ら
み
て
、
中
国
に
発
し
た
技
法
で
な
い
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
そ
の
こ
と

を
『
北
堂
書
抄
』
以
下
の
記
録
、
「
魏
武
上
雑
物
疏
…
」
に
言
う
皇
帝
御
物
金
錯
鏡
、
皇
太
子
銀
錯
鎖
、
貴
人
・
公
主
鉄
鎖
な
ど
階
級
に

よ
っ
て
区
別
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
輸
入
さ
れ
た
鎖
で
あ
る
こ
と
も
推
理
で
き
る
。
ス
キ
タ
イ
の
彫
金
技
術
の
う
ち
サ
フ
ノ
フ
カ
古
墳

（
一
九
〇
一
発
掘
）
、
出
土
の
前
四
世
紀
の
額
飾
り
に
儀
礼
の
場
面
が
現
さ
れ
女
神
の
手
に
鎖
が
に
ぎ
ら
れ
て
い
る
。
鎖
は
既
に
か
な
り
普

及
し
て
い
た
と
み
な
く
て
は
な
る
ま
い
。
ま
た
前
一
世
紀
に
は
黒
海
北
岸
一
帯
に
彫
金
象
嵌
の
技
術
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
の
で
鉄
鎖

に
象
嵌
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　
日
田
市
ダ
ン
ワ
ラ
古
墳
の
金
銀
錯
嵌
珠
龍
文
鉄
鎖
の
如
く
特
異
な
鉄
鎖
は
未
だ
類
例
が
な
く
、
い
か
な
る
理
由
に
よ
っ
て
何
時
伝
来
し

た
か
も
明
か
で
な
い
。
た
だ
ま
さ
に
稀
有
な
宝
器
と
し
て
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
三
国
時
代
（
後
漢
未
）
魏
武
帝
（
曹
操
）

が
金
錯
鎖
を
所
有
し
て
い
た
と
す
る
記
録
に
微
す
れ
ば
交
流
の
夢
が
膨
ら
み
そ
う
に
な
る
。

　
巻
頭
の
金
銀
錯
嵌
珠
竜
文
鉄
鎖
、
金
銀
錯
帯
絢
は
大
分
放
送
の
提
供
に
よ
る
。
ま
た
『
曹
操
集
譚
注
』
『
夥
中
記
』
に
つ
い
て
は
、
友

永
植
の
協
力
に
よ
っ
て
使
用
し
た
。
こ
こ
に
感
謝
を
あ
ら
わ
し
た
い
。

　
主
な
参
考
文
献

　
洛
陽
区
考
古
発
掘
隊
　
『
洛
陽
焼
溝
漢
墓
』
　
中
国
田
野
報
告
集
　
考
古
学
専
刊
　
Ｔ
几
五
九
年

　
梅
原
未
冶
　
「
豊
後
日
田
出
土
の
漢
金
銀
錯
嵌
珠
龍
文
鉄
鎖
」
　
　
『
国
華
』
　
八
五
三
号
　
フ
几
五
三
年

　
賀
川
光
夫
　
『
大
分
県
の
考
古
学
』
　
吉
川
弘
文
館
　
Ｔ
几
七
二
年

　
岡
崎
　
敬
　
『
東
西
交
渉
の
考
古
学
』
　
平
凡
社
　
Ｔ
几
七
三
年

　
岡
崎
　
敬
　
『
図
説
・
中
国
の
歴
史
』
　
三
　
講
談
社
　
Ｔ
几
七
七
年



三
輪
嘉
六
　
「
考
古
学
の
世
界
」
　
　
『
大
分
の
古
代
美
術
Ｊ
　
　
Ｔ
九
八
三
年

潮
見
　
浩
　
「
満
代
鉄
鎖
覚
書
」
　
　
『
古
文
化
論
叢
』
　
児
島
隆
人
先
生
喜
寿
記
念
論
集
　
Ｔ
九
九
一
年

白
木
原
和
美
　
「
台
湾
故
宮
博
物
館
蔵
金
銀
昔
風
文
鉄
鎖
の
周
辺
」
『
熊
本
大
学
文
学
部
論
叢
』
　
Ｔ
九
九
〇
年

『
太
平
御
覧
』
　
服
用
郎
　
Ｔ
几

『
曹
操
集
輝
江
』
　
安
徹
底
県
「
曹
操
集
」
輝
注
小
組

『
欽
定
四
庫
全
書
』
　
史
郎
　
夥
中
記
（
晋
・
陸
歳
撰
）

史
　
学
　
論
　
叢

一

２£
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